
ＳＮＳの利用にご注意を！     ２０２２年４月 

町田市立町田第四小学校 生活指導部 

町四小では、「町四ＳＮＳルール」といって、SNSを安全に使うための約束を児童に指導しています。スマホ 

や携帯をもたせる場合にはご家庭でもルールをつくって、児童が安全に使用できるようにご支援ください。 
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SNSに関するトラブルの例です。お子様と一緒にお読みいただき、ご家庭で考える機会にしてください。 

①情報公開に気を付けましょう！ 

  ・投稿された情報を見ているのは、知り合いだけとは限りません。 

  ・ちょっとした情報なら公開しても大丈夫と考えてはいけません。 

  ・一度のせた情報を完全に消すことはできません。友達の写真を勝手にのせてはいけません。 

     最近では、撮ってその場で投稿できるようなアプリが増えています。自分で撮ったものを他の人 

が見ていると思うと嬉しいでしょう。しかし、その投稿で自分の顔や特徴が世界中の人に知れ渡って 

しまいます。友達の写真をのせることなどは、さらにやってはいけないことです。 

 

②インターネットで仲良くなった人、本当に大丈夫？ 

  ・インターネットに書かれた名前や年齢や性別が本当とは限りません。 

  ・知らない相手に、自分の撮った写真を送ってはいけません。 

  ・インターネットで知り合った人と、勝手に会ってはいけません。 

     ネットの便利なところに、知らない人とも知り合えるというところがあります。会話が弾むと、 

本当の友達になったような気持ちにもなります。しかし、その人の公開している情報が本当とは限り 

ません。ネットには「小学生」と書いていても、実際は大人の人が悪意をもって話しかけている場合 

もあります。そんな人と実際に会ったらどうなるか、分かりますよね。 

 

③文字だけのやり取り、正しく伝わっていますか？ 

  ・文字だけのやり取りでは、本当の気持ちが伝わりにくい場合があります。 

・人によって、言葉の使い方や受け取り方が違うことがあるので、気をつけましょう。 

  ・目の前にいないからこそ友達のことを考えて文章を送りましょう。自分の言葉に責任をもちましょう。 

「○○さん、おかしいよね！」という文を見て、どう思いますか？書いた人は、「おもしろい」と 

いう意味で書いたのでしょう。しかし、これを見たら多くの人が、「変な人」という意味でとらえて 

しまうのではないでしょうか？文字だけだと、伝わりにくい場合が多々あります。また最近では、   

ゲーム機の通信機能を使って、友達とやり取りすることもできます。ゲームに熱中して言葉遣いが 

悪くなることはありませんか？顔が見えない場面でのやりとりは、相手に伝わらないことがたくさん 

あります。友達関係のいじめやトラブルに発展することも考えられますので、気をつけなければいけ 

ません。 


